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2022 年１月 31 日 

 

学校法人聖ヶ丘学園 

聖ヶ丘教育福祉専門学校 

２０２１年度教育課程編成委員会報告書 

 

学校法人聖ヶ丘学園 

聖ヶ丘教育福祉専門学校 

教育課程編成委員会委員長 

今村雅彦 

 

2021 年度、教育課程編成委員会を実施しましたので、下記の通り報告します。 

 

１ 委 員 総 数 〈１２名〉 

   横浜国立大学教育学部教授    園田 菜摘 

   横浜国立大学教育学部教授    藤井 佳世 

   認定こども園山王台幼稚園・風の子こども園園長  田野岡 由紀子 

   学校法人新栄学園認定こども園金沢白百合幼稚園園長 鈴木 敦 

聖ヶ丘教育福祉専門学校附属育和幼稚園園長  森谷 恭子 

にじの風保育園園長              山口 留美 

聖ヶ丘教育福祉専門学校           校長 今村 雅彦 

〃      副校長 渡辺 潤一 

 〃      事務長 渡邊 慶信 

 〃     教務部長 黒石 憲洋 

 〃      実習指導部長 蠣崎 尚美 

 〃      就職指導部長 亀田 良克 

 

 陪 席 者 〈３名〉 

聖ヶ丘教育福祉専門学校 野戸智美  教務部員 

〃        辻 和希  教務部員 

〃        竹前聡子 教務部主任 

 

２ 教育課程編成委員会開催日時 

第１回 2021 年９月 8 日（水）16 時〜17 時 30 分 

第２回 2021 年 9 月 29 日（水）16 時〜17 時 30 分 

〈開催場所〉 Zoom によるオンライン会議 
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３ 委員会次第 

第１回委員会次第 

（１）学校長挨拶 

（２）委員紹介 

（３）２０２０年度教育課程編成委員会報告書の対応状況 

（４）質疑応答 

（５）次回議事内容及び日程等 

（６）その他 

第２回委員会次第 

（１）２０２０年度教育課程改善報告に係る２０２１年度教育課程編成についての提言 

（２）質疑応答 

（３）その他 

（４）学校長挨拶 

 

４ 議事報告 

2021 年度教育課程編成委員回改善報告 

（別添資料参照） 
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（別添資料） 

2022 年１月 31 日 

 

2021 年度教育課程編成委員会改善報告 

学校法人聖ヶ丘学園 

聖ヶ丘教育福祉専門学校 

教育課程編成委員会委員長 

今村雅彦 

 

項目 現在の状況報告 委員からの提言 今後の対応措置 

① ICT 機器の

活用 

⚫ 2 0 2 1 年 度 よ り

Google for Education

を導入し、全教職員及

び全学生に Gmail ア

ドレスを配布した。

Google Classroom や

Google Form を活用

した教育を行ってい

る 。 

⚫ 学生を登校させ、１ク

ラスを 2 教室に分け、

１つの教室から他の

教室へ zoom で授業

配信をするハイフレ

ックス方式を行って

いる。 

⚫ 教育・保育実地研究お

よび保育実地研究に

おいて、ＱＲコードを

利用した出欠席の管

理を行っている。ま

た、Ｇmail を活用し

た振り返りを実施し

ている。 

 

⚫ オンライン・リモート

授業で培ったスキル

を、今後、通常の授業

形態に戻った後も活

用すると良いのでは

ないか。 

⚫ 学生授業アンケート

を分析し、オンライン

授業の手法に関して

改善が必要なところ

を把握すると良いの

ではないか。 

⚫ ICT 機器の取り扱い

に長けている教員と

そうではない教員と

で協力関係を構築す

る必要があるのでは

ないか。 

 

⚫ シラバスに ICT をど

のように活用するか

を明記し、適切な運

用を目指す。 

⚫ 情報機器の操作の授

業で、プレゼンテー

ション・ソフトを扱

うことを検討する。 

⚫ 授業評価アンケート

および学生の成績を

総合的に分析しなが

ら、継続していくべ

きオンライン授業の

手法を見定める。 

② 学生のコミ

ュニケーシ

⚫ 前期の授業では、極力

グループワークを行

⚫ 学生が討論をしたり、

他愛ない話をしたり

⚫ 今年度は、オンライン

で学園祭を実施する。
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ョン能力に

ついて 

わないようお願いし

ている。ただし、ペア

ワークは禁止してい

ない。 

できる環境を整える

と良いのではないか。 

⚫ 友人同士の遊びの機

会を確保すると良い

のではないか。 

そのなかで、学生同士

のコミュニケーショ

ンの機会を確保する。 

⚫ 教職実践演習やゼミ

ナールの授業で、コミ

ュニケーション能力

を涵養するような授

業内容を扱うことを

検討する。 

③ 学校施設の

活用に関し

て 

⚫ 今年度に入って、現在

まで 10回ほどカウン

セリングを受ける機

会を提供した。 

⚫ コロナ禍で不安を抱

えている学生が多い

ことから、今後もカウ

ンセリング施設の利

用を促すと良いので

はないか。 

 

⚫ 図書館の開放・相談機

能の充実させること

で、学生が気楽に学校

に行けるようにする

と良いのではないか。 

 

⚫ 今後も継続して、学生

支援を行っていく。 

④ その他 ⚫ 今年度は、 Google 

Classroom に求人情

報を掲載し、学生がオ

ンライン上で情報を

閲覧できるようにし

た。 

 

⚫ 実習前 2 週間の健康

観察は、コロナが収束

したあとも学生への

意識づけとして継続

すると良いのではな

いか。 

⚫ 健康観察票に関して

は、リメイクしたもの

を今後も引き続き利

用する予定である。 

 

 

以上 


